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た。文書群の編成についての主な議論は 2 つあり、1 つは国際文書館評議会（ICA：
International Council on Archives）が提示した国際標準記録史料記述一般原則


























行政に携わり、1965 年図書館短期大学教授に就任した。②は合計 2,484 件の文書群で




2015 年 3 月に刊行された『小野増平関係文書目録』６によると、文書群は、形態別に
8 つに編成されており、文書群の構造を反映したものになっていない（表 1 参照）。そ
のため、各分類項目に構造分析を行い、それらを併せて全体の構造として再編成を試み













分類 点数 分類 点数 
書類 560 電磁文書等 261 
ノート・メモ等 90 写真 131 
スクラップ 62 書籍 106 
書簡 61 雑（物品等） 27 
 












2 に辞書、図書などの資料種を基準として編成することができた。「言語」は第 1 に、
記載の言語を基準として分け、第 2 に使われ方（機能）を基準にして、用語編纂、用語
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６ 『小野増平関係文書目録』	 広島大学文書館，2015 年 
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